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休日に肺がん検診・姿勢測定の健康チェック
イベントを開催することで、普段保健センター
事業で出会うことができない層に向けて効率
的に啓発することができた。

区民との協働により、健康に関する情報
の交換や共有を行うことにより、区民自
らが自発的に健康づくりを推進していく
ことができる。

29か所

〇

今年度は、南区テーマソングやマスコッ
トキャラクターを用いて、独自性のある
動画を作成した。また、肺モデルを用い
てがん予防の必要性を視覚的に訴え
た。

健康づくり推進委員会や関係機関と南保健センターが
健康に関する課題等について情報交換や共有を行い、
幅広い年代層の区民へ健康づくりを推進するため、が
ん検診・健康診査の受診勧奨や健康づくりを啓発する。
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区民協働で健康課題の共有や啓発等を実施することにより、健康づくりに関する情報
の届きにくかった区民にも伝えることができた。また、コロナ禍で対面での事業は制限
されたものの、ICT等も活用しながら作成した啓発物を用いて、予防啓発の機会が希
薄で健康に関心の低い青壮年層にも幅広く情報を発信できた。
YouTube動画：新規作成2件、累計900回再生。

今後の方向性（課題、改善提案等）

〇

⑤自立発展性

○

区民との協働による健康づくりの推進は
「健康さかい21（第2次）」「堺市南区基本
計画」の趣旨に沿うものである。

感染症の状況もふまえて、さらに効果的な方法・手段等について検討する。

推進委員会（区民）との協働に加え、学
校・企業・医療機関とも協働して取り組
んでいる。

◎

R3

総合評価

活動指標 R1

◎

関係機関との連携

南区　区域まちづくり事業　効果検証シート

117回
（2260人）

72回
（1393人）

地域への啓発回数

事業名称 実施主体

区民と協働した多職種連携健康づくり推進事業

事業内容

254回
（8342人）

区民と南保健センターの多職種（保健師・管理栄養士・
歯科衛生士等）が協働して多面的な健康づくりの取り組
みを実施することで、ソーシャルキャピタル（地域コミュ
ニティ組織等の社会資本）を豊かにし、地域力を高める
とともに区民の健康レベルの向上につなげる。

南保健センター

21か所

④効率性

事業目的

①妥当性 ②協働の視点 ③インパクト

R2

57か所


